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特 別 企 画 展 の ご 案 内 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 12 年（1937）7 月に始まった日中戦争によって、人々のくらしに制限が加えられるようになりました。

さらに 16 年 12 月には太平洋戦争が始まり、戦争に勝つことを第一の目的とした生活に切り替えられて  

いきました。子どもたちのくらしも例外ではなく、戦争を中心としたものに変わりました。 

16 年 4 月から尋常小学校は国民学校に変わり、子どもたちは、新しい教育制度の下で世の中のことを

学ぶようになります。戦争の下で日々のくらしが営まれますが、17 年の本土初空襲、19 年の学童疎開と 

子どもたちのくらしは戦争の影響を大きく受けていきます。そして戦争の終結とともに、子どもたちのくらしは

一変してしまいました。 

本展示では、当館が所蔵する 16 年から 20 年までの日記を中心にして、戦中のある一日を再現し、

それにまつわる実物、写真、図解、映像などを交えながら、子どもたちが過ごした戦中のくらしを紹介 

します。 

戦中の家庭での生活、学校での生活、遊びなどはどのようなものだったのでしょうか。子どもたちはどの

ようなことを感じ、考えていたのでしょうか。 

戦争を知らない世代の方々、子どもたちに戦中の子どもたちの生活を知っていただくとともに、終戦を

迎えた時の子どもたちの思いについてもふれ、戦争に翻弄された子どもたちの姿を紹介します。 

 

記 

【吹き出しを付けな

い場合の タイトル】 
知ってるかな？ 「戦中のくらし～子どもたちの一日～」を使用する。 

【 主  催 】 昭和館 

【 会  期 】 平成 25 年 7 月 27 日（土）～9 月 1 日（日） 

【 会  場 】 昭和館 3 階 特別企画展会場 

【 入 場 料 】 特別企画展は無料（常設展示室は有料） 

【開館時間】 10：00～17：30（入館は 17：00 まで） 

【 休 館 日 】 毎週月曜日 

【 内 覧 会 】 平成 25 年 7 月 26 日（金） 15：00～17：00 

【 所 在 地 】 〒102-0074 東京都千代田区九段南 1－6－1 

【問い合わせ】 ＴＥＬ 03－3222－2577  ＦＡＸ03－3222－2575 

【交通(電車)】 
地下鉄【九段下駅】から徒歩 1 分（東西線・半蔵門線・都営新宿線 
4 番出口）／Ｊ Ｒ 【飯田橋駅】から徒歩約 10 分 

【 交 通 ( 車 ) 】 首都高速西神田ランプから約 1 分 

【ﾎｰﾑ･ﾍﾟｰｼﾞ】 http://www.showakan.go.jp 

【 そ の 他 】 有料駐車場有り（普通乗用車のみ・30 分 200 円） 

戦 中 のく ら し  
～子どもたちの一日～ 

開 催 趣 旨 

知ってるかな？ 

http://www.showakan.go.jp/
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Ⅰ 一日のはじまり 
大正から昭和に移り変わった頃は、関東大震災や世界恐慌等の影響を受け、決して裕福な時代ではありま

せんでしたが、人々は質素ながらも平和な日々を送っていました。 

しかし、昭和 16 年（1941）12 月に太平洋戦争が始まると人々の生活は戦争を中心としたものに変わりました。

子どもたちも、例外ではなく、その意思とは無関係に戦時体制に組み入れられました。そのような時代の中で、子

どもたちは懸命に学び、遊び、生活を送っていました。そんな一日がはじまります。 

 

 

 

 

＜年代展示 1＞ 昭和 16 年 12 月 8 日～太平洋戦争の開戦 

当時の子ども新聞や日記からトピックを紹介します。 

 

 

展示構成 
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ノート（雑記帳） 

昭和 19 年（1944） 

「ヨイコドモ上」 
（国民学校初等科 1 年 修身の教科書） 

 

昭和 16 年（1941） 
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Ⅱ ぼくたち、わたしたちの国民学校～少国民として 
昭和 16 年（1941）4 月 1 日より、それまでの尋常小学校が国民学校という名前に変わり、初等科 6

年と高等科 2 年となり、義務教育期間が 6 年から 8 年に延長されました。 

子どもたちは少国民と呼ばれ、心身をしっかり鍛え、より強い日本の国をつくる人間になるための教育

が施されました。新しい国定教科書による厳しい教育が行われ、木銃による軍事教練（女子はなぎ

なた訓練・救護訓練・看護訓練）なども行われました。 

この国民学校は、22年 4月、6・3制の新学制が実施され、小学校となるまで続きました。 

 

 

 
 
＜年代展示 2＞ 昭和 17 年 4 月 18 日～初めての東京空襲 

当時の子ども新聞や日記からトピック紹介します。 
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学童服・運動靴 

小学生（国民学校生）は制服のない学校でも学童服

で通学することが多かった。 

 

奉安殿の前に列する児童たち・豊島区高田国民学校 

戦中 

豊島区立郷土資料館提供 
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Ⅲ 帰宅してから 
国民は一致団結して戦争にのぞむために、近所の10軒前後の世帯を一組として隣組を結成し、月に

一度常会という集まりを開いて、国から出されるさまざまな方針を伝えたり、話し合ったり、また、防空訓

練等を行っていました。子どもたちもこのような活動に参加したり、また、双六やカルタ、子ども向け雑誌等

といった遊びの中にも戦時色が色濃く反映し、戦意高揚に利用されていました。 

 

 

 

 

＜年代展示 3＞ 昭和 19 年 8 月 4 日～東京都の学童疎開の開始 

当時の子ども新聞や日記から紹介します。 
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コドモ隣組ゲーム 

空襲による火災をバケツリレーで消すことを模したゲーム。 
神田神保町の少年隣組の防火運動 

昭和 16 年(1941)3 月 

毎日新聞社提供 
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Ⅳ エピローグ 

昭和 19 年（1944）になると空襲はますます激しさを増し、20 年になると空襲に明け暮れる毎日になりま

した。都心の子どもたちの多くは、学童疎開で地方へ移動したため、国民学校に通う生徒も少なくなり、ま

た残された子どもたちも日記を書く余裕などなかったのではないでしょうか。その頃の日記は少なくなりま

す。 
20 年 8 月 15 日に戦争がおわり、再開された学校の授業は、それまで使っていた教科書を切ったり、墨

をぬったりする作業からはじまりました。戦争をするためのそなえなどを強調したり、戦争にむけた気持ちを

高めたりする記述などは、間違っているとされたためです。これまで正しいことだと教えられていたことが、

全て崩れ去っていったのです。 

 
 
 
＜年代展示 4＞ 昭和 20 年 8 月 15 日～終戦 

当時の子ども新聞や日記からトピックを紹介します。 
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墨塗り教科書 

昭和 20 年(1945)から 21 年にかけて使用された「墨塗り教

科書」。終戦後に使われたこれらの教科書は、戦中の教

科書中の軍国主義的だったり民主主義に反するような内

容の部分を墨で塗ったり、切り取ったりしたもの。 

墨塗り教科書 
昭和 20 年（1945）年 

朝日新聞社提供 
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（１）戦中・戦後の体験を語り伝える会 

今回の特別企画展のテーマに沿った戦中・戦後の体験談を話者にそれぞれお話しいただ

きます。 

日  時：8月 11 日（日） 14:00～16:00 

会  場：１階ニュース・シアター 

（座席数：60席。当日 13:00 より 1階ロビーにて整理券を配布します。） 

 

（２）アニメ上映会（1日 2回（午前・午後）上映。） 

日  時：8月 24 日（土） 午前の部－10:30～、午後の部－14:00～ 

会  場：1階ニュースシアター（座席数：60席。） 

    上映作品：午前「対馬丸～さようなら沖縄」1982 年制作 75 分 

午後「チョッちゃん物語」1996 年制作 80 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）クイズラリー 

    日時：8月 24 日（土） 10:00～17:00 

クイズ設置場所：常設展示室、映像音響室、図書室、特別企画展会場、1階 

全問に正解したら、景品をプレゼントする。 

 

（４） 展示解説 

日時：8月 3日（土） 14:00 から 45 分程度 

会場：3階特別企画展会場 

 

（５）夏休み 3館めぐりスタンプラリー 

開催期間：7月 20日（土）～9月 1日（日） 

昭和館・しょうけい館・平和祈念展示資料館における合同企画 

 

   【問い合わせ先】 

昭和館学芸部  ０３－３２２２－２５７７ 

担当：坂尻・橋口 

 

イベント 

  


